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平成20年７月25日 山口県田布施町議会だより 第98号 本 会 議 （２）

20
年
度
下
水
道
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

19
年
度
の
決
算
に
お
い
て

１
１
３
万
円
の
歳
入
不
足
が

生
じ
た
た
め
、
そ
の
不
足
額

を
20
年
度
の
歳
入
か
ら
繰
り

上
げ
て
充
て
た
も
の
で
す
。

全
員
賛
成

税
条
例
の
一
部
改
正

地
方
税
法
の
改
正
に
伴

い
、
町
税
条
例
の
一
部
を
改

正
し
た
も
の
で
す
。

《
主
な
内
容
》

町
民
税
関
係

①
寄
附
金
税
制
の
拡
充

・
控
除
対
象
寄
附
金
を
指
定

す
る
仕
組
み
の
導
入

・
地
方
公
共
団
体
に
対
す
る

寄
附
金
税
制
の
見
直
し

平
成
20
年
６
月
定
例
会
は
６
月
17
日
か
ら
24
日
ま
で
の
８
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。本

定
例
会
で
は
、
町
長
提
出
議
案
の
専
決
処
分
３
件
、
条
例
２
件
及
び
そ
の
他
２
件
、
議

員
提
出
議
案
の
条
例
１
件
（
議
員
定
数
の
改
正
、
Ｐ
３
掲
載
）
並
び
に
請
願
１
件
、
陳
情
４

件
（
Ｐ
７
掲
載
）
の
合
計
13
件
を
審
議
し
ま
し
た
。

な
お
、
初
日
の
本
会
議
で
は
、
２
人
の
議
員
が
一
般
質
問
（
Ｐ
４
、
５
掲
載
）
を
行
な
い

ま
し
た
。

本　　会　　議　（6月17日）

（
ふ
る
さ
と
納
税
）

②
公
的
年
金
か
ら
の
特
別
徴

収
制
度
の
導
入

固
定
資
産
税
関
係

①
省
エ
ネ
改
修
を
行
っ
た
住

宅
に
係
る
減
額
措
置

②
長
期
優
良
住
宅
（
２
０
０

年
住
宅
）に
係
る
減
額
措
置
、

③
新
築
住
宅
に
対
す
る
固
定

資
産
税
の
減
額
特
例
の
延
長

全
員
賛
成

都
市
計
画
税
条
例
の
一
部
改

正
地
方
税
法
の
改
正
に
伴
い

条
文
整
理
を
行
っ
た
も
の
で

す
。

全
員
賛
成

使
用
料
及
び
手
数
料
条
例
の

一
部
改
正

戸
籍
法
等
の
改
正
に
伴

い
、
関
係
規
定
を
整
理
す
る

も
の
で
す
。

全
員
賛
成

町
営
住
宅
管
理
条
例
等
の
一

部
改
正

入
居
申
込
者
が
市
町
村
税

の
滞
納
者
で
な
い
こ
と
等
を

資
格
要
件
に
加
え
る
こ
と
と

し
た
も
の
で
す
。

全
員
賛
成

6月定例会

専
決
処
分

条
　
例

議
会
の
権
限
に
属
す
る
事

項
に
つ
い
て
、
町
長
が
議
会

に
代
わ
っ
て
意
思
決
定
を
行

う
こ
と
で
、
専
決
処
分
を
す

れ
ば
、
議
会
が
議
決
し
た
の

と
全
く
同
じ
法
律
効
果
を
発

生
し
ま
す
。

こ
の
専
決
処
分
に
は
次
の

２
つ
の
場
合
が
あ
り
ま
す
。

①
条
例
・
予
算
な
ど
に
つ
い

て
、
町
長
が
特
に
緊
急
を
要

す
る
た
め
議
会
を
招
集
す
る

時
間
的
余
裕
が
な
い
こ
と
が

明
ら
か
で
あ
る
場
合

②
議
会
が
議
決
に
よ
り
指
定

し
た
軽
易
な
事
項
の
場
合

こ
の
た
び
の
専
決
処
分
は

①
の
場
合
で
、
議
会
と
し
て

は
、
そ
の
慎
重
な
運
用
を
真

剣
に
見
守
ら
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

専
決
処
分
と
は
？

町
長
提
出
議
案



議員定数に関するデータ�

議員�
定数�

２６人�

２４人�

２２人�
２０人�

１８人�

１６人�

１４人�
１３人�

改正条例の議決年月日� 適 用された又は�
今後適用される選挙�
昭和３０年　５月２１日�
昭和３４年　４月３０日�

昭和５８年　４月２４日�
昭和６２年　４月２６日�

平成　３年　４月２１日�
平成　７年　４月２３日�

平成１１年　４月２５日�
平成１５年　４月２７日�

平成１７年　２月２７日�
次の一般選挙から�

昭和３８年　４月３０日�
昭和４２年　４月２８日�
昭和４６年　４月２５日�
昭和５０年　４月２７日�
昭和５４年　４月２２日�

昭和５８年　３月２８日�

昭和６２年　３月１９日�

平成　３年　３月２２日�

平成１０年１２月２１日�

平成１６年１２月１６日�

平成２０年　６月２４日�

昭和３８年　３月１８日�

県内７町の議員定数の状況�

平成20年7月1日現在�

全国の町村の議員定数の状況�本町の議員定数の推移�

平成19年7月1日現在�

（単位：人）�

（単位：人）�

町　　名�

議 員 定 数 �

現在の条
例 定 数 �

田 布 施 町 �

平 生 町 �

上 関 町 �

周 防 大 島 町 �

和 木 町 �

阿 東 町 �

阿 武 町 �

地方自治法で
規定されてい
る 上 限 値 �

次の一般選挙
から適用され
る条例定数�

議員の任期満了�
年月日�

議 員�
1人当りの人口�

住民 基 本 �
台 帳 人 口 �

人口区分�

計�

町村数�
1 町 村 �
当 りの�
議員定数�

議員1人�
当りの
人 口 �

議 員 �
定 数 �

人　口�

１４�

１２�

１４�

２６�

１４�

１４�

８�

１３�

�

�

２０�

１０�

２２�

２２�

１４�

２６�

１８�

１８�

１４�

１， ２７９�

１， １１２�

２６６�

１， ０３１�

６５９�

５３９�

５０２�

１６， ６２３�

１３， ３４２�

３， ７２４�

２０， ６２９�

６， ５９０�

７， ５４７�

４， ０１９�

平成２１年　２月２６日�

平成２３年　５月３１日�

平成２２年　２月２７日�

平成２０年１１月１３日�

平成２３年　４月２９日�

平成２２年　１月２３日�

平成２１年１１月１９日�

６５�

１６３�

２６５�

３１５�

２１４�

１,０２２�

５２６�

１,６６６�

３,３３９�

５,００８�

３,８３６�

１４,３７５�

８.１�

１０.２�

１２.６�

１５.９�

１７.９�

１４.１�

７８,９６７�

５７６,６３０�

１,９５０,８２９�

４,６０１,７４７�

６,２３５,８７２�

１３,４４４,０４５�

�

１５０�

３４６�

５８４�

９１９�

１,６２６�

９３５�

表１�

表３�表２�

　２,０００～�
　４,９９９人�

　５,０００～�
　９,９９９人�

１０,０００～�
１９,９９９人�

２０,０００人�
　　　　以上�

　２,０００人�
　　　　未満�

山口県田布施町議会だより 第98号平成20年７月25日本 会 議（３）

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
の
選
任

町
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
委
員
の
寺
田
真
理
子
氏

（
砂
田
）
の
任
期
満
了
に
伴

い
、
引
き
続
き
同
氏
を
選
任

す
る
も
の
で
す
。

全
員
賛
成

東
田
布
施
小
学
校
校
舎
棟
及

び
東
田
布
施
児
童
ク
ラ
ブ
改

築
工
事
に
係
る
工
事
請
負
契

約
の
締
結

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
２

階
建
て
、
延
床
面
積
１
５
７
０

㎡
で
、
校
舎
及
び
児
童
ク
ラ

ブ
を
建
設
す
る
も
の
で
す
。

共
同
企
業
体
方
式
に
よ
る

公
募
型
指
名
競
争
入
札
で
、

洋
林
建
設
・
仲
田
工
務
店
特

定
建
設
工
事
共
同
企
業
体
が

請
負
金
額
２
億
３
８
２
４
万

５
０
０
０
円
で
落
札
し
ま
し

た
。
工
期
は
21
年
３
月
31
日

ま
で
で
す
。

全
員
賛
成

寺田 真理子氏

町
議
会
議
員
の
定
数
を
１
人

減
の
13
人
に

国
の
三
位
一
体
改
革
に
伴

う
国
庫
支
出
金
の
削
減
、
地

方
交
付
税
の
減
額
等
に
よ
り
、

町
財
政
は
極
め
て
厳
し
い
状

況
に
直
面
し
て
い
る
。

一
方
、
地
方
分
権
改
革
の

進
展
に
伴
い
、
議
会
の
果
た

す
べ
き
役
割
が
益
々
重
要
と

な
っ
て
き
て
い
る
。

か
か
る
情
勢
下
、
議
会
改

革
の
一
環
と
し
て
全
議
員
で

審
議
を
重
ね
、
現
在
の
本
町

に
ふ
さ
わ
し
い
議
員
定
数
を

提
案
す
る
。

全
員
賛
成

提
案
理
由

条
　
例

そ
の
他

議
員
提
出
議
案

1月に完成した
田布施東小学校屋内運動場



平成20年７月25日 山口県田布施町議会だより 第98号 一 般 質 問 （４）

６月定例会

地
方
自
治
法
上
、
自
治
体

が
管
理
す
る
債
権
に
は
、
公

法
上
の
理
由
に
基
づ
い
て
発

生
す
る
「
公
債
権
」
と
私
法

上
の
原
因
に
基
づ
い
て
発
生

す
る
「
私
債
権
」
が
あ
る
。

徴
収
の
強
化
を
図
り
、

「
遵

じ
ゅ
ん

法
適
正
な
徴
収
」
と

「
公
平
の
確
保
」
の
た
め
、

「
私
債
権
」
に
限
定
し
た
債

権
管
理
条
例
を
制
定
を
提
案

す
る
。

ご
提
言
の
「
債
権
管
理

条
例
」
は
、
先
進
事
例
を

み
る
と
、
自
治
体
の
全
て

の
債
権
を
一
元
的
に
管
理

し
、
債
権
処
理
の
指
針
と

し
て
事
務
処
理
の
基
準
な

ど
を
定
め
て
い
る
。
様
々

な
債
権
回
収
に
関
し
、
一

連
の
取
り
組
み
を
条
例
で

明
確
化
す
る
こ
と
は
意
義

あ
る
こ
と
だ
と
思
う
。
調

査
、
検
討
さ
せ
た
い
。

制
定
を
提
案

高
川
　
喜
彦

調
査
、
検
討
さ
せ
た
い

長
信
町
長

債
権
管
理
条
例

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
な

ど
国
の
迷
走
と
ガ
ソ
リ
ン
や

食
料
品
な
ど
の
諸
物
価
の
高

騰
、
町
県
民
税
等
の
税
率
改

定
等
が
生
活
を
直
撃
し
て
い

る
。
暫
定
税
率
失
効
に
伴
う

町
財
政
へ
の
影
響
額
と
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
が
ど
う
見

直
さ
れ
る
の
か
。
ま
た
、
町

が
収
納
す
る
使
用
料
、
手
数

料
の
改
定
等
の
見
込
み
を
尋

ね
る
。

暫
定
税
率
失
効
の
影
響
額

は
、
１
５
０
万
円
程
度
と
見

込
ま
れ
る
。
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
の
見
直
し
は
、
低
所

得
者
の
保
険

料
負
担
軽
減

や
保
険
料
納

付
の
肩
代
わ

り
の
容
認
が

予
定
さ
れ
る
。

今
後
、
下
水

道
料
金
、
町

営
住
宅
使
用

料
、
介
護
保

険
料
及
び
国

A Q

財
務
の
特
徴
を
ど
う
変
え
る
か

高
　
川

依
存
財
源
の
割
合
が
高
い

町
　
長

財
政
健
全
化
計
画

A

負担軽減や保険料納付の
肩代わりを容認 町　長

後期高齢者医療制度等を
どう見直すのか　　 高　川

生活を直撃する物価の高騰

平
成
19
年
12
月
議
会
で
説

明
を
受
け
た
公
的
資
金
保
証

金
免
除
繰
り
上
げ
償
還
に
か

か
る
財
政
健
全
化
計
画
は
、

現
下
の
本
町
財
政
状
況
の
分

析
と
課
題
を
明
確
に
し
た
も

の
で
高
く
評
価
し
て
い
る
。

財
務
上
の
特
徴
を
こ
れ
か
ら

ど
の
よ
う
変
え
て
い
く
か
、

志
向
す
る
方
向
を
問
う
。

本
町
は
、
類
似
団
体
に
比

べ
、
歳
入
で
は
、
町
税
等
自

主
財
源
の
割
合
が
低
く
、
地

方
交
付
税
等
の
依
存
財
源
の

割
合
が
高
い
。
歳
出
で
は
、

人
件
費
は
低
い
が
、
公
債
費

の
割
合
が
高
く
、
ま
た
、
一

部
事
務
組
合
へ
の
負
担
金
や

下
水
道
事
業
等
公
営
企
業
へ

の
繰
出
金
の
割
合
が
高
い
。

課
題
の
改
善
に
取
り
組
む
。

A

高騰する石油価格

Q

高川　喜彦　議員

◎
そ
の
他
の
質
問

○
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
の
推
進

に
つ
い
て

Q

民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て
、

改
定
の
見
込
み
が
あ
る
。

町営波野団地南住宅
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撃
す
る
国
の
施
策
で
あ
る
。

全
国
で
は
保
険
証
が
届
か

な
い
等
の
問
題
が
あ
る
。
①

被
保
険
者
へ
の
窓
口
対
応
は

ス
ム
―
ズ
に
行
わ
れ
て
い
る

か
。
②
老
人
医
療
特
別
会
計

と
の
関
係
の
説
明
を
求
む
。

①
４
月
初
め
か
ら
の
２
か

月
間
は
、
保
険
証
が
届
か
な

い
こ
と
や
保
険
料
に
つ
い
て

電
話
や
窓
口
で
相
当
数
の
相

談
や
苦
情
を
受
け
、
納
得
し

て
頂
く
べ
く
対
応
し
た
。
②

従
来
の
老
人
医
療
制
度
と
比

較
し
て
も
、
公
費
負
担
割
合

は
50
％
で
、
町
の
負
担
割
合

に
変
更
は
な
い
が
広
報
等
で

説
明
す
る
。

４
月
15
日
に
始
ま
っ
た
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
年

金
か
ら
の
天
引
き
は
、
75
歳

以
上
の
高
齢
者
の
生
活
を
直

Q

A

３
月
定
例
会
で
小
学

校
適
正
配
置
に
つ
い
て

の
答
申
が
報
告
さ
れ

た
。
学
童
の
減
少
、
経

費
削
減
等
の
事
情
は
あ

る
が
、
ま
ず
、
住
民
に

十
分
な
理
解
を
得
る
必

要
が
あ
る
。

①
小
学
校
の
将
来
の
配

置
構
想
に
つ
い
て
住
民

説
明
は
。
②
田
布
施
農

高
と
田
布
施
工
高
の
再
編
統

合
に
よ
る
新
校
の
所
在
と
跡

地
の
再
利
用
は
。

①
将
来
構
想
の
実
現
に
あ

た
っ
て
は
保
護
者
、
学
校
、

地
域
の
理
解
協
力
を
得
な
が

ら
取
組
む
。
②
住
民
説
明
会

は
高
校
再
編
統
合
の
見
通
し

が
立
っ
た
後
に
、
問
題
点
を

整
理
し
て
議
会
に
も
説
明
す

る
。
ま
た
、
各
地
で
説
明
会

を
開
催
す
る
な
ど
し
、
皆
さ

ん
の
意
見
も
参
考
に
し
て
最

終
的
な
計
画
を
取
り
ま
と
め

る
。

A

住民への説明は　　 畠　中

学校適正配置

窓
口
対
応
等
を
問
う

畠
中
　
　
孝

納
得
の
い
く
対
応
を
行
う

長
信
町
長

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

畠中　　孝　議員

Q

必要面積は確保する
町　長

現状と将来の見込みは 畠　中

ほ場整備

世
界
的
な
人
口
増

加
と
気
候
変
動
に
よ

り
食
糧
危
機
が
予
測

さ
れ
る
。
わ
が
国
の

食
料
自
給
率
は
40
％

で
あ
り
、
将
来
、
安

定
し
た
食
料
の
確
保

が
望
ま
れ
る
。
町
長

の
政
策
で
あ
る
ほ
場

整
備
の
進
捗
状
況
を

伺
う
。
①
現
状
と
将

来
の
見
込
み
は
。
②

柳
井
市
、
平
生
町
等

近
隣
と
の
関
係
は
。

①
現
在
、
事
業
参
加
へ
の

意
向
を
集
約
中
で
あ
る
が
、

本
町
の
区
域
面
積
は
約
２
７

０
ha
で
、
柳
井
市
と
合
わ
せ

必
要
面
積
の
４
０
０
ha
以
上

の
確
保
が
で
き
る
見
通
し
で

あ
る
。
②
昨
年
、
平
生
町
は

不
参
加
と
な
り
、
柳
井
市
と

１
市
１
町
で
推
進
し
て
い

る
。
柳
井
市
の
立
場
も
尊
重

し
な
が
ら
実
現
に
取
り
組

む
。

ほ場整備が予定される木地地区の農地

A

高校再編統合により新高校となる予定
の田布施農業高等学校

窓口対応する健康保険課

再編統合の見通し後実施
尾　教育長

Q
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全
員
賛
成

専
決
処
分
（
都
市
計
画
税
条

例
の
一
部
改
正
）

全
員
賛
成

田
布
施
町
使
用
料
及
び
手
数

料
条
例
の
一
部
改
正全

員
賛
成

上
関
原
発
建
設
反
対
を
求
め

る
請
願
書

継
続
審
査

上
関
原
子
力
発
電
所
の
建
設

促
進
を
求
め
る
陳
情
書

継
続
審
査

金
等
で
、
年
間
の
受
給
額
が

18
万
円
以
上
の
方
で
す
。

天
引
き
す
る
ま
で
の
事
務

の
流
れ
は
、
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。

社
会
保
険
庁
か
ら
町
に
年

金
額
と
対
象
者
の
通
知
が
あ

り
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
町
が

税
金
の
計
算
を
し
ま
す
。
そ

し
て
、
そ
の
結
果
を
社
会
保

険
庁
へ
報
告
し
、
社
会
保
険

庁
が
天
引
き
し
ま
す
。

来
年
の
10
月
以
降
、
公
的

年
金
か
ら
税
金
を
天
引
き
す

る
と
の
こ
と
だ
が
、
す
べ
て

の
町
税
が
対
象
か
。

個
人
町
民
税
が
対
象
で

す
。天

引
き
す
る
対
象
者
は
。

65
歳
以
上
の
老
齢
基
礎
年

QA

総務文教委員会（6月20日）

総
務
文
教
委
員
会
は
６
月
20
日
に
開
催
し
、
本
会
議
に
お
い

て
付
託
さ
れ
た
町
長
提
出
議
案
の
専
決
処
分
案
件
２
件
及
び
条

例
の
一
部
改
正
１
件
並
び
に
請
願
１
件
、
陳
情
１
件
を
審
査
し

ま
し
た
。
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

保
険
で
よ
い
歯
科
医
療
の
実

現
を
求
め
る
意
見
書
採
択
を

求
め
る
陳
情

継
続
審
査

最
低
賃
金
制
度
の
改
正
を
求

め
る
陳
情

継
続
審
査

地
域
の
入
院
医
療
を
守
り
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
た
め
の

医
療
、
介
護
、
福
祉
施
策
の

充
実
を
求
め
る
陳
情
書

継
続
審
査

町
営
住
宅
入
居
手
続
き
に

保
証
人
は
何
人
必
要
な
の

か
。２

人
で
す
。

町
営
住
宅
の
滞
納
対
策
と

し
て
、
保
証
人
に
も
っ
と
責

任
を
も
た
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

入
居
時
に
誓
約
書
を
も
ら

い
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
滞
納

が
あ
れ
は
保
証
人
に
も
連
絡

し
、
督
促
し
て
い
る
。

全
員
賛
成

専
決
処
分
（
20
年
度
下
水
道

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
））

全
員
賛
成

QA

QA

Q

A

QA

経済厚生委員会（6月19日）

経
済
厚
生
委
員
会
は
６
月
19
日
に
開
催
し
、
本
会
議
に
お
い

て
付
託
さ
れ
た
町
長
提
出
議
案
の
専
決
処
分
案
件
１
件
及
び
条

例
の
一
部
改
正
１
件
並
び
に
陳
情
３
件
を
審
査
し
ま
し
た
。
主

な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

専
決
処
分
（
税
条
例
の

一
部
改
正
）

町
営
住
宅
管
理
条
例
等

の
一
部
改
正



で
採
否
を
決
め
ま
す
。

請
願
や
陳
情
は
、
い
つ
で

も
受
付
け
て
お
り
ま
す
が
、

事
務
処
理
の
都
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
な
る
べ
く
定
例
会

開
会
日
の
７
日
ぐ
ら
い
前
ま

で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

定
例
会
は
３
月
、
６
月
、
９

月
、
12
月
の
年
４
回
開
催
さ

れ
ま
す
。

そ
の
他
不
明
な
点
に
つ
い

て
は
、
議
会
事
務
局
（

52-

５
８
０
０
）
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

記
載
事
項
等
は
次
の
と
お

り
で
す
。

①
提
出
年
月
日

②
あ
て
先
（
町
議
会
議
長
あ

て
）

山口県田布施町議会だより 第98号平成20年７月25日請願・陳情（７）

上
関
原
発
建
設
反
対
を
求
め

る
請
願
書

熊
毛
郡
上
関
町
大
字
室
津
６

７
０-

７

原
発
に
反
対
す
る
上
関
町
民

の
会
共
同
代
表
　

岩
木
基
展
　
他
２
名

▼
継
続
審
査

上
関
原
子
力
発
電
所
の
建
設

促
進
を
求
め
る
陳
情
書

上
関
原
子
力
発
電
所
立
地
促

進
商
工
団
体
協
議
会
会
長

藤
麻
　
功

▼
継
続
審
査

保
険
で
よ
い
歯
科
医
療
の
実

現
を
求
め
る
意
見
書
採
択
を

求
め
る
陳
情

下
関
市
貴
船
町
３-

１-

１
中

央
ビ
ル
３
Ｆ

山
口
県
保
険
医
協
会
会
長

高
橋
泰
昭
他
２
名

▼
継
続
審
査

最
低
賃
金
制
度
の
改
正
を
求

め
る
陳
情

山
口
市
中
央
４
丁
目
３-

３

山
口
県
労
働
組
合
総
連
合
議

長
　
　
　
　
　
河
済
　
盛
正

▼
継
続
審
査

地
域
の
入
院
医
療
を
守
り
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
た
め
の

医
療
、
介
護
、
福
祉
施
策
の

充
実
を
求
め
る
陳
情
書

下
関
市
貴
船
町
３-

１-

１
中

央
ビ
ル
３
Ｆ

療
養
病
床
の
患
者
さ
ん
を
守

る
会
代
表
世
話
人

生
田
　
京
二
　
他
５
名

▼
継
続
審
査

町
民
の
皆
さ
ん
の
要
望
を

町
政
に
反
映
さ
せ
る
方
法
の

一
つ
に
請
願
や
陳
情
が
あ
り

ま
す
。
議
員

の
紹
介
が
あ

る
も
の
を
請

願
と
い
い
、

な
い
も
の
を

陳
情
と
い
い

ま
す
が
、
取

り
扱
い
は
、

お
お
む
ね
同

じ
で
す
。

請
願
や
陳

情
は
、
通
常

は
委
員
会
で

慎
重
に
審
査

し
、
本
会
議

請願・陳情の書き方

���
���
���
���
���
���

あ
な
た
の
要
望
は

こ
う
な
り
ま
し
た

議長の開会宣言で議会活動が
始まります。�
      ↓�
発言を通告した議員が、町政全
般について質問し、執行部の説
明を求めます。�
      ↓�
町長及び議案を提出した議員
が議案の提出理由と内容を説
明します。�
      ↓�
議案の不明確な点について、議
員が提案者に説明を求めます。�
      ↓�
議案を常設の２つの常任委員
会に付託します。�

開　　会�
�
�
一般質問�
�
�
�
提案説明�
�
�
�
質　　疑�
�
�
委員会付託�

定例会の流れ�
本会議�

各委員長が委員会での審査の
経緯や結果を報告します。�
     ↓�
委員長報告について質疑が行
われた後、議案について、賛成・
反対の意見が述べられます。�
     ↓�
議案について、賛成・反対の議
決を行います。�
     ↓�
議長の閉会宣言で議会活動が
終了します。�

委員長報告�
�
�
質疑・討論�
�
�
�
表　　決�
�
�
閉　　会�

本会議�

それぞれの委員会に所属する
議員が専門的に審査の上、委
員会としての賛成・反対を決定
します。�

常任委員会�
委員会�

③
提
出
者
の
住
所
・
氏
名

（
団
体
の
場
合
は
所
在

地
・
名
称
・
代
表
者
氏

名
）

④
押
印

⑤
紹
介
議
員
の
署
名
又
は
記

名
押
印
（
１
名
以
上
、
た

だ
し
陳
情
に
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
。）

⑥
件
名

⑦
要
旨
及
び
理
由
（
箇
条
書

き
に
す
る
な
ど
簡
潔
に
記

載
し
て
く
だ
さ
い
。）

⑧
案
内
図
や
略
図
等
（
道
路
、

河
川
、
下
水
道
な
ど
場
所

に
関
す
る
も
の
に
つ
い
て

は
、
必
ず
添
付
し
て
く
だ

さ
い
。）

〈記載例〉�
平成○○年○月○日�

田布施町議会議長　様�

　　　○○○○に関する請願（陳情）�

請願（陳情）者�
　住所‥‥‥‥‥‥�
　氏名　○○○○　印�
紹介議員�
　氏名　○○○○　印�

１　請願（陳情）の要旨�
　　�
�
２　請願（陳情）の理由�
　　�
�

陳
情
に
は�

　
必
要
な
し�

箇
条
書
き
な
ど
で�

　
　
簡
潔
に
記
載�

請
願

陳
情
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地球資源保護のため再生紙を使用しています。�地球資源保護のため再生紙を使用しています。�

い
た
か
ら
で
あ
る
。

初
め
て
の
議
会
傍
聴
で
あ

っ
た
が
、
一
般
質
問
さ
れ
た

６
名
の
議
員
さ
ん
の
そ
れ
ぞ

れ
個
性
あ
る
鋭
い
質
問
に
感

心
す
る
。
緊
迫
し
た
再
質
問

の
や
り
取
り
も
面
白
か
っ

た
。質

問
さ
れ
る
議
員
さ
ん
方

の
平
素
の
ご
努
力
、
ご
苦
労

を
身
近
に
感
じ
る
こ
と
が
で

き
た
。

残
念
な
が
ら
紙
面
か
ら

は
、
本
会
議
の
あ
の
緊
迫
し

た
雰
囲
気
は
伝
わ
っ
て
こ
な

い
。
無
理
も
な
い
こ
と
で
あ

る
が
そ
れ
だ
け
に
編
集
さ
れ

る
ご
苦
労
を
思
っ
た
。

Ａ
・
Ｙ
さ
ん
（
60
歳
代
男
性
）

今
号
も
議
員
の
皆
さ
ん
が

一
般
質
問
し
て
い
ま
す
。
そ

の
質
問
事
項
に
は
関
連
す
る

写
真
が
付
さ
れ
て
お
り
、
と

て
も
わ
か
り
易
い
。
例
え
ば

「
町
道
接
続
が
危
険
」
で
は

「
そ
う
そ
う
、
こ
の
場
所
じ

ゃ
」
と
か
、「
下
水
道
整
備

を
問
う
」
で
は
「
工
事
の
現

場
は
こ
ん
な
感
じ
な
ん
じ
ゃ
」

Ｓ
・
Ｈ
さ
ん
（
70
歳
代
女
性
）

財
政
難
の
お
り
、
紙
面
を

倹
約
し
て
の
編
集
で
ご
苦
労

が
多
い
と
思
い
ま
す
。
毎
回

字
の
太
さ
や
大
き
さ
等
で
見

や
す
く
編
集
さ
れ
て
い
ま

す
。定

例
会
の
ま
と
め
が
最
初

に
枠
内
に
記
さ
れ
て
い
て
何

に
つ
い
て
議
会
が
開
か
れ
た

か
よ
く
わ
か
り
ま
す
。
町
民

は
各
戸
に
配
ら
れ
る
「
議
会

だ
よ
り
」
を
読
ん
で
も
ら
い

た
い
も
の
で
す
。
１
９
２
億

円
も
の
累
積
債
が
あ
る
こ
と

を
意
識
し
て
生
活
す
べ
き
で

す
。町

民
と
し
て
何
を
な
す
べ

き
か
、
ひ
と
り
ひ
と
り
が
自

分
の
問
題
と
し
て
生
活
す
べ

き
だ
と
思
い
ま
す
。

議
会
を
傍
聴
し
た
町
民
の

声
が
掲
載
さ
れ
て
い
て
良
か

っ
た
と
思
い
ま
す
。

Ｈ
・
Ｔ
さ
ん
（
60
歳
代
男
性
）

こ
の
度
の「
議
会
だ
よ
り
」

第
97
号
を
見
る
の
は
楽
し
み

で
あ
っ
た
。
本
年
３
月
に
行

わ
れ
た
本
会
議
を
傍
聴
し
て

な
ど
と
納
得
が
い
き
ま
す
。

ま
た
、
質
問
の
中
で
「
温
暖

化
対
策
推
進
計
画
の
本
町
の

取
り
組
み
」
が
あ
り
ま
す
。

地
球
温
暖
化
は
、
今
、
私
達

が
一
番
関
心
を
持
っ
て
い
る

こ
と
の
ひ
と
つ
で
す
。
町
で

は
「
20
年
度
に
対
策
協
議
会

を
設
置
す
る
」
と
い
う
こ
と

で
緒
に
つ
い
た
ば
か
り
の
よ

う
で
す
が
、
私
達
も
身
近
な

こ
と
か
ら
温
室
効
果
ガ
ス
削

減
の
習
慣
を
つ
け
る
こ
と
が

必
要
で
す
。
草
原
の
チ
ー
タ

が
28
メ
ー
ト
ル
を
走
り
、
畳

48
枚
分
の
土
地
が
中
国
で
砂

漠
化
し
、
宇
宙
で
は
79
個
の

星
が
そ
の
生
涯
を
終
え

る
・
・
・
す
べ
て
一
秒
間
の

出
来
事
と
い
う
（
１
秒
の
世

界
「
山
本
良
一
」）
こ
の
世

で
起
き
て
い
る
変
化
を
１
秒

で
切
り
取
り
、
か
け
が
え
の

な
い
「
時
」
の
重
さ
を
問
い

か
け
て
い
る
。
お
ち
お
ち
し

て
は
お
れ
な
い
。

最
近
世
代
の

動
向
は
パ
ソ
コ

ン
類
の
活
用
が

盛
ん
に
な
り
、

ま
さ
に
情
報
化

が
進
展
し
て
い

る
。
ス
ピ
ー
ド
、

又
正
確
さ
は
言

う
ま
で
も
な
い
。

し
か
し
、
文
字

を
書
く
こ
と
の

議員リレー随筆

意
味
は
、
ま
た
古
来
か
ら
の

伝
統
で
あ
ろ
う
。
一
点
一
画

を
丁
寧
に
手
で
書
く
こ
と
は

文
字
感
覚
が
養
わ
れ
、
集
中

力
や
思
考
力
を
高
め
る
こ
と

に
意
味
が
あ
ろ
う
。

文
章
は
苦
手
だ
が
議
員
随

筆
は
自
分
の
手
書
き
文
章
で

書
い
た
人
の
気
持
ち
が
直
に

伝
わ
っ
て
い
け
ば
大
変
意
義

深
い
も
の
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

私
は
、「
手
書
き
文
字
に

こ
そ
魂
が
宿
る
」
と
思
考
し

な
が
ら
創
意
工
夫
を
重
ね
、

書
く
楽
し
さ
喜
び
を
通
し
て

心
を
養
い
な
が
ら
人
生
を
送

ろ
う
と
思
う
。

私
も
60
歳
に

な
り
ま
し
た
。

還
暦
と
は
、
辞

典
を
み
る
と
本ほ

ん

卦け

返が
え

り
、
つ
ま

り
60
年
で
干
支

が
一
回
り
す
る

か
ら
と
あ
る
。

人
生
色
々
あ

り
ま
し
た
。
笑

っ
た
り
泣
い
た

り
も
し
た
。
振

り
返
っ
て
み
る
と
、
私
の
人

生
は
運
が
良
か
っ
た
と
思

う
。
色
々
な
人
達
、
仲
間
か

ら
支
え
ら
れ
励
ま
さ
れ
て
こ

こ
ま
で
生
か
さ
れ
た
こ
と
。

今
度
は
私
が
皆
さ
ん
、
仲
間

た
ち
に
感
謝
を
込
め
て
、
恩

返
し
し
な
け
れ
ば
と
い
う
気

持
ち
で
い
っ
ぱ
い
だ
け
ど
、

何
を
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
よ

い
か
解
ら
な
い
。

人
生
の
折
り
返
し
地
点
に

立
っ
た
自
分
は
、
ま
ず
明
る

く
健
康
で
元
気
な
身
体
を
持

ち
続
け
て
い
く
の
が
最
良
の

恩
返
し
と
都
合
よ
く
思
っ
て

い
る
。

還暦を迎えて
守田　一登

議
会
を
傍
聴
し
ま
し
ょ
う

９
月
定
例
会
の
お
知
ら
せ

議
会
だ
よ
り
97
号
を

読
ん
で
の
感
想
で
す

９
月
17
日
か
ら
26
日
ま
で

の
10
日
間
で
開
催
さ
れ
る
予

伝統と創意
向井　恒夫

定
で
す
（
一
般
質
問
は
17

日
）。
正
式
に
は
、
９
月
11

日
開
催
の
議
会
運
営
委
員
会

で
決
定
し
ま
す
。詳
し
く
は
、

議
会
事
務
局
（
1
52
‐
５
８

０
０
）
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

「
議
会
だ
よ
り
」
が
一
人

で
も
多
く
の
皆
様
に
愛
読
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
モ
ニ
タ

ー
制
度
を
設
け
て
感
想
や
意

見
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

が
、
こ
の
度
、
町
内
５
校
区

よ
り
次
の
10
名
の
方
々
に
今

回
発
行
の
第
98
号
か
ら
１
年

間
、
モ
ニ
タ
ー
を
お
願
い
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

（
五
十
音
順
・
敬
称
略
）

赤
野
　
洋
二
　
　（
竹
　
尾
）

榎
本
　
禎
子
　
　（
葛
　
岡
）

大
恵
　
榮
子
　
　（
助
　
政
）

加
治
　
康
子
　
　（
蓮
　
輪
）

小
松
　
節
子
　
　（
本
　
町
）

月
林
　
昌
昭
　（
大
波
野
中
）

中
谷
　
　
毅
　
　（
尾
津
西
）

中
原
　
和
枝
　（
西
田
布
施
）

中
村
　
保
男
　
　（
尾
津
中
）

平
永
　
俊
明
　
　（
宿
　
井
）

議
会
広
報
の

モ
ニ
タ
ー
10
名
を

委
嘱


